
令和令和元元
（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

この付録は、佐世保市の令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の台所（財政）事情をわかりやすくお知らせするために制作した情報誌です。

年度決算年度決算

家計簿
させぼさん家の
家計簿
させぼさん家の

●新西部クリーンセンター施設整備事業
　焼却施設を建替えました

91.8億円

●小中学校空調整備事業
　各教室にクーラーを設置しました

33億円

●私立保育所、私立幼稚園運営費
　幼児教育・保育無償化へ対応しました

97.3億円

主な事業

●市債残高は、大型事業により55.1億円増加

●プライマリーバランス（※1）は55億円の赤字

●一般会計収支は28.3億円の黒字で、財政調整２基金（※2）の残高は目標達成、健全化判断比率は「健全」で、地域活性化と財
政健全化の両立は達成

●収支不足を財源調整２基金（※2）で賄っており、コロナ禍の取り組みなど先行きが不透明な中での財政運営が必要です。

令和元年度を振り返って

●地方創生を新しい時代につなぐため、名切地区再整備・九十九
島観光公園整備・浦頭地区の国際クルーズ船拠点整備など行い
ました。

●平成31年4月に「西九州させぼ広域都市圏」を形成しました。

●西九州させぼ移住サポートプラザをつくりUJIターン促進に取り
組みました。

●地域電力会社「株式会社西九州させぼパワーズ」を立ち上げ、
圏域の活性化に取り組みました。

●令和元年10月からの消費税率改定に伴い、幼児教育・保育無償
化に対応しました。

元年度のトピック
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人件費
177億円（13%）

扶助費
336億円
（26%）

公債費
106億円（8%）

普通建設事業費
238億円（18%）

災害復旧事業費
6億円（1%）

物件費
165億円（13%）

補助費等
92億円（7%）

貸付金38億円（3%）

繰出金
81億円（6%）

積立金50億円（4%）

その他14億円（1%）

市税
298億円（22%）

地方交付税
252億円（19%）

譲与税交付金
60億円（4%）

国庫支出金
256億円（19%）

県支出金
88億円（6%）

市債155億円（12%）

諸収入62億円（5%）

繰入金58億円（4%）
繰越金40億円（3%）
寄附金25億円（2%）
使用料・手数料14億円（1%）

その他25億円（2%）
財産収入9億円（1%）

1,342億円 1,303億円

歳入 歳出

歳入は前年度比130億円の増、歳出は131億円の増、
実質収支は28.3億円の黒字になりました。
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[今後の財政運営]

　財政規律（収支の均衡、将来負担の抑制、適正な受益者負担など）を守りながら、計画的、効率的な財政運営に努め、
圏域の活性化を図りつつ、財政の健全性を維持します。

　少子高齢・人口減少社会の進展や行政需要の多様化などに伴い、将来の財政見通しは非常に厳しい状況にあり、行
財政改革推進計画による改革改善を行わなければ、安定した財政運営が確保できない状況にあります。今後、市民の皆
様のご理解をいただきながら、この収支不足の解消のためさらなる改革を行い、財政の健全化を図るとともに、持続可
能な財政運営に努めていきます。

：市債の元金償還額から発行額を差引いた金額のバランスを見たもので
す。これが赤字ということは、借金の額が増えていることを意味していま
す。

※1 ：正味の財源調整に充てることができる財政調整基金と減債基金の残高
のことで、佐世保市の貯金を指します。

※2

[令和元年度決算に基づく現状値]

実質的な財源調整２基金※1の残高の標準財政規模※2に対する割合

現状値 目標値

14.0% 10%以上

4.5% 10%以下

92.5% 90%以下

実質公債費比率※3

経常収支比率※4

基準11.25%

基準16.25%

基準20%

基準30%

基準25%

基準350%

基準20%

基準35%

将来負担なし!!

4.5%

赤字なし!!

各企業
資金不足なし!!

赤字なし!!

令和元年度決算に基づき算定した ※佐世保市はすべての指標でクリアしています。

一般会計などの実質的な赤字額が、標準的な収入に対し
てどれくらいの割合になるかを示すものです。

全会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどれ
くらいの割合になるかを示すものです。

一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収
入に対してどれくらいの割合になるかを示すものです。

一般会計などが抱える実質的な負債の残額が、標準的な
収入に対してどれくらいの割合になるかを示すものです。

各公営企業の資金不足額が、事業の規模に対してどれく
らいの割合になるかを示すものです。

財政健全化団体健　全 財政再生団体

：正味の財源調整にあてることができる財政調整基金と減債基金
の残高のことで、佐世保市の貯金を指すものです。

：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されると見込まれる経
常的一般財源の規模を示すもの。なお、一般財源とは使いみちを
特定されず、どのような経費にも使用することができる財源です。
市税、地方譲与税、地方交付税などがこれにあたります。

：地方公共団体の公債費による財政負担の度合いを判断する指標。

：財政構造の弾力性（ゆとり）を判断するための指標。地方税・普通
交付税などの、使いみちを制限されない毎年収入される性質の収
入（経常的な収入）に対する、人件費・公債費・扶助費など毎年支
出される性質の支出（経常的な支出）の割合です。令和元年度にお
いては、収入の減少により目標値を下回りました。

※1

※2

※3

※4



現金収入

市債

市税
地方交付税、地方譲与税など
分担金負担金、使用料手数料、財産収入、諸収入、寄付金
国・県支出金ほか

297億8,582万円
311億8,501万円
134億3,636万円
344億7,946万円

△5億5,144万円
1億5,032万円
15億2,591万円
54億919万円

22.2%
23.2%
10.0%
25.7%

155億3,380万円 62億3,150万円 11.6%

基金繰入金 58億3,268万円 △2,383万円 4.3%

繰越金 39億9,016万円 2億5,965万円 3.0%

計 1,342億4,330万円 130億130万円 100.0%

基金残高 214億4,902万円 △8億4,415万円 16.0%

一般財源 530億4,503万円 12億1,028万円 39.5%

特定財源 811億9,827万円 117億9,102万円 60.5%

人件費 157億3,219万円 △7億1,851万円 12.1%

扶助費 318億1,065万円 11億4,681万円 24.4%

物件費、補助費 213億9,028万円 8億4,017万円 16.4%

維持補修費 7億2,155万円 △5,319万円 0.6%

教育費 136億939万円 40億7,791万円 10.4%

公債費 106億2,558万円 △1億7,194万円 8.2%

繰出費 81億1,858万円 △3億5,684万円 6.2%

普通建設事業費、災害復旧事業費 189億9,449万円 73億7,756万円 14.6%

投資及び出資金、貸付金 43億5,558万円 1億3,677万円 3.3%

積立金

計

49億8,853万円 8億1,626万円 3.8%

1,303億4,685万円 130億9,501万円 100.0%

市債残高 1,019億5,895万円 55億702万円 78.2%

令和元年度佐世保市の決算
平成３１年４月～令和２年３月

させぼさん家の家計簿（１ヶ月あたり）
平成３１年４月～令和２年３月の月平均家計

令和元年度佐世保市の決算
平成３１年４月～令和２年３月

市財政の項目 金額 前年度からの増減 割合

市財政の項目 金額 前年度からの増減 割合

生活費計

ローン（借入金）

給料（基本給）
給料（諸手当）
パート収入
祖父母からの仕送り

95,100円
102,200円
43,000円
107,700円

△12,700円
△10,800円

700円
7,100円

49,700円 16,600円

貯金の引出し 18,700円 △2,100円

昨年の残金 12,700円 △500円

月収（千円） 429,100円 △1,700円

貯金残高

自由に使えるお金

使い道が決まっているお金

66,600円 △10,000円

169,600円 △14,600円

259,500円 12,900円

食費 50,300円 △8,200円

医療費、介護費 101,700円 △7,300円

光熱水費など雑費 68,400円 △4,600円

車などの修理代 2,300円 △400円

子どもの教育費 43,600円 9,700円

子どもへの仕送り 25,900円 △4,200円

ローンの返済 34,000円 △4,400円

自宅の増改築や改修、車の買換えなど 60,800円 19,500円

貸付など

貯金

13,900円 △1,100円

15,900円 1,100円

支出（千円） 416,700円 -

ローン残高 325,900円 △16,900円

させぼさん家の家計簿（１ヶ月あたり）
平成３１年４月～令和２年３月の月平均家計

家計簿の項目 月収 前年度からの増減

家計簿の項目 月間支出 前年度からの増減

市の歳入

市の歳出 家計簿の支出

家計簿の収入
どうしても必要な食費、医療費、
ローンの返済（義務的経費）の占
める割合が、全体の半分もあるの
ね。特に、医療費が家計を圧迫し
ているようね。

医療費が増えていくから、
食費や光熱水費など切り
詰めないといけないね。

家の改修も計画的にやっていか
ないと・・・

ローン返済がある中で、私への
仕送りもあるから大変だ。

家計簿のローン残高は、支出
に対する割合だから減ってい
るように見えるけど、実際は
55億円も増えているね。
一方で貯金である基金残高も
減っているよ。
将来のために貯金を維持して
いかないと。

去年は、給与や手当が減っ
たけど、おじいちゃんおば
あちゃんからの仕送りが増
えたよ！
ごみ処理施設や、クーラー
を設置したからだなぁ。返
済に向け節約しなくちゃ！

自由に使えるお金（一般財
源）は1.5万円減って、使い
道が決まっているお金が1.3
万円増えたよ。
自由に使えるお金がふえる
と、家計のやりくりがしや
すいけどなぁ。

自宅の増改築や、医療費の
一部などは、祖父母（国
県）からの援助があるん
だ。
道路や施設の建設では、
ローン（借入金）もしてい
るんだね。
これは、何十年も使う施設
などで、後の世代の人たち
にも建設費用を負担しても
らう意味もあるんだ。

お父さん おじいちゃんおばあちゃんおとうと わたしお母さん

させぼさん家させぼさん家

やりくり上手でパートもこな
す頑張りやさん

平日は仕事が忙しい。休みの
日は車を洗ったりする

大学生で寮生活をして
いる

健康のことを考えて散
歩している

家や庭の改修など大きな出費の
一部を援助してくれる

小学校に通っている

生活費合計 266,200円 △10,900円

佐世保市の令和元年度一般会計決算を、１年間の支出が500万円の
「させぼさんちの家計簿」に例えました。


